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　 発 音指導か ら新 TOEIC   テス トの リス ニ ン グへ の対応

　　　　　 一音声 レ メデ ィ アル 授業の
一
試案

一
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倉田 誠 　 （京都外国語大学）

藤倉　なお こ （京都外国語 短期大 学）

Todd　Thorpe （京都外 大西高等学校）

　 「ゆ とり教育」 を受け た学生 たち の 第一
号が大 学 に入 っ て くる本年、大幅な学力低下 を

懸念す る大学教員 は少な くない
。 英語教育も例外で はな く、学生の 語 彙力、文法力 、 読解

力 、 聴解 力などを レメデ ィ アル 的な授業を通 して 何 とか伸ばす必要がある と多くの 大学英

語教員は感 じてい る 。 しか し問題は その 方法で ある 。 ど うすれ ば学生の 参加度 を助長 し 、

彼 らの英語力を伸ばす と同時に 、 達成感を経験 させ る授業が で きるの であろ うか 。

　本発表 で は 日本人 英語 学習者が総体的に弱 い と され る発音項 目に授業 内容を絞 り 、
レ メ

デ ィ ア ル 英語科 目 としての 発 音お よび リス ニ ン グの 授業 の
一

形態を紹介する。紹介す る授

業内容は 、 京都外国語大学お よび（財）大学 コ ン ソー
シア ム 京都が提供す る高大連携科 目（約

50 名）や厚生労働省支援社会入委託 訓練科 目（約 30名）等の 中で 実践 して い る もの で ある。英

語 の
“

slow 　developer’とい われ る学生 も視野 に入れ 、
「発音で きる音 は 、聞き取れ る」 とい

うこ とを前提に 、 学生 に正 しい発音を身につ けさせ 、TOEIC な どの 資格英語試験の リス ニ

ン グ ス コ アの 向上 を 目標 とす る。 大学全 入時代で あるか らこそ 、 中高で 軽視 され て きた側

面 の
一

つ で あ る発音を有機的な形 で教 える こ とも大 きな意義 があ るこ とを強調 したい 。

1． 一

　で は なぜ発音 を扱 うの が効果 的な英語 学習に つ なが る の で あろ うか 。 下記 の よ うな理 由

が あげられ よ う。

（1）授業評価調査の 結果、学生 は 自分の 発 音を向上 させ たい と思 っ て い るが 、 どの よ うに練

　　磨すれば よ い か が わか っ て い る学生 は 稀有で ある 。 ま たこれ まで に彼 らは体系的な指導

　　を されたこ ともない との こ とで ある 。

（2）発音は学生 の 英語素地にあま り左右 されず 、 調音点 と調音様式 をし っ か りと体系的に練

　　習 させれ ば 、学生は短時間で 正 しい 音を出せ る よ うに なる 。 した が っ て彼 らの 達成感お

　　よび満足 度は必然的に 高 くなる 。

（3）発 音練習の 性質上 、受動的で は なく能動的授業を展 開 しやすい
。 また発音に特化 した授

　　業で な くて も、 10 分程度 の 発音練習をウオ
ー

ム ア ッ プ的に入れ る こ とに よ り学生 の 授

　　業参加度 と集中度は高ま る 。

（4）TOEIC   テ ス トの リス ニ ン グ問題に は 、 音の 差異にポイ ン トを絞 っ た問題 も少な くない
。

　　つ ま り、
“

slow 　developer” とい われ る学生で も発音練習の 成果がす ぐに反映 され る可能

　 性が高い の で 、学生の 向上心を刺激する こ とが で きる 。
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2，灘 餐

　次の よ うな演習体系の 授業を実践 してい る 。

（1）日本入学生の 音声的 「コ モ ン エ ラーズ」 を中心 に授業展 開す る。つ ま り、 日本人が 不得

　 手 とする母 音や子 音等 をミニ マ ル ペ アーの 形式（各ユ ニ ッ ト 7 ペ アー程度）で取 り上 げ 、

　 次々 に リサイ クル させ る 。 全て の発音を網羅す るの で は なく、特 に苦手 とす る発音だけ

　　を取 り上げる こ とで 学生を飽 きさせず 、 集中力を高 めさせ る こ とが 可能になる 。

（2）発 音記号お よび音声学用語は極力使わない よ うに して い る。 英語学や音声学の 知識がな

　　くて も、調音点 と調音様式を習得させ るこ とに よ り、しっ か りとした発 音 を身にっ け さ

　 せ る こ とが可能で ある 。 最初は発 音方法 を頭で理 解させ 、徐 々 に発音に要す る筋肉を鍛

　　える とい う方法で 、
い わ ゆる 「英語 口」 と 「英語 舌」 を作り上げる 。

（3）単語 レ ベ ル
、 文 レ ベ ル の よ うに徐々 に難易度 を上げてい く。 そ の 単元 の 発 音の み の

一
点

　 集中型の 練習 をす る 。 また AmiVoice　CAI．［L で学生の 発 音を客観的にチ ヱ ッ クす る 。

（4）TOEIC の リス ニ ン グ問題 で練習を締め くくる。模擬問題を作成 し、学生にチ ャ レ ン ジ

　　させ る。
こ の 問題 には その 単元 の ミニ マ ル ペ ア

ー
の 単語が キ

ー
ワ
ー

ドにな るよ うに リサ

　　イ クル させ て 開発作成す るの で 、 し っ か り練習 した学生は正解す る可能性が 高い。

（5）発音練習が単調に ならない よ うす る。時には映画の 台詞な ども使 い 、学生が習得 した発

　　音を含む語（句）が生 起 して い る箇所 を聴かせ て発音 させ る とい うリサイ クル も行 う。

3．蠻 旦

　英語 を聴 き取る こ とがで きない 理 由は次の 2種類 に大 きく分類で き るで あ ろ う。 1 つ 目は

脳 の レ ベ ル で あ り、聞 こ えた音声に相当す る語 句 が頭の 中に存在 しない 場 合で あ る 。 も う

1 つ は鐸の レ ベ ル で あ り 、 聞 こ えて きた 音声を正 し く認識で きてい ない 場合で ある 。 本発

表で は基本的に後者 に力点を置 き、使用頻度が高い 語彙 を正 しく発音で きる よ うに して 、

そ の 音声を文 レベ ル や談話 レ ベ ル で も認識で きる よ うにす る練習 を実践 して い る 。 発音指

導項 目は 下記 の よ うな 20 種類で 、 5 ユ ニ ッ トご とに復習を入れる 。

1．compo   d　nou 臓 vs ，　noun ＋ a（ljective（e．g．豆ighthouse　vs．1ight　house）

2．【i］vs．［i：］（e．9．　live　vs ．　leave）

4．［e ］vs ．［ei］（e．9．1et　vs ．　late）

6，［ee｝vs．【A｝（e．9．　bag　vs，　bug）

8．【αrj　vs．［er］（e．9，　heart　vs ．　hurt）
10．［h］vs ．田 （e ．9 ．　hair　vs ．　fair）

12．【∫i｝vs ［si］（e ．g．　chic 　vs ．　seek ）

14．【v ］vs ．［b］（e ．g．　vest　vs ．　best）

16，homonym （e ，g．　bear　vs ，　bare）

3．［e】vs ．［teエ（e．g．　bet　vs ．　bat）

5．［31］vs ．【ou ］（e ．9、1aw　vs ．　low）

7，［A］vs ．【α】（e．9．　luck・vs．・lock）

9，【PI　vs ，［b］（e，9．　pack　vs．　back）
Il．［z］vs ．［dz｝（e．9 ．oars　vs ．　cards）

B ．［sl　vs ．囹 （e．9．　sin 　vs ．　thin）

15．［ll　vs ．［r］（e，9．　Iight　vs ．　right ）

17．assimilation （e．g 　meet 　you，　send 　you，
　miss 　you）

18．linkj皿 g（1）（e ，g．　keep　o鶏 covor 　up
，
　sign　uP ）

19．1血k血g （2）（e ．g，買1ake 　it　up ，
　get　it岻 check 　it　ouちput　it　ofi）

2α 1血king（3）（e ．9．　piok　h血 up
，
　push　her　in，　take　him 　ou ちtum 　her　off）

発表 で は上記の よ うな発 音項 目を どの よ うに 音声学の 専門用語 を使 わず に 教え 、学生 が

どの 程度進歩 したか を映像 で も紹介で きれ ば と考えて い る。
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